
　市民意向の変化
資料４

領域（意向）の変化

H19 H28

1-① 生涯学習に参加する機会について Ｂ Ｂ
・満足度が上昇しました。現状施策を維持すべき
項目です。

1-② スポーツ活動に参加する機会について Ｂ Ｂ
・満足度が上昇しました。現状施策を維持すべき
項目です。

1-③ 音楽や演劇などに接する機会について Ｂ Ｂ
・満足度が若干低下し、重要度は上昇しました。
施策に工夫が必要な項目です。

1-④ 学校教育の充実について Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

1-⑤
乳幼児を育てやすい環境の整備につ
いて

Ｄ Ｄ ・満足度が若干低下し、重要度は上昇しました。

1-⑥ 青少年の健全育成について Ａ Ｄ
・Ｈ28平均値の上昇の影響で重要改善領域に移行
しました。

2-① 農林業の振興について Ｃ Ｄ
・重要度の上昇が大きく、重要改善領域に移行し
ました。

2-② 商工業の振興について Ｃ Ｃ
・満足度が上昇しました。さらなる上昇のため長
期的な視点で取り組むべき項目です。

2-③
市内における就業の機会や企業誘致
について

Ｄ Ｄ
・重要度が上昇し、重要改善領域内で移行してい
ます。

2-④ 観光の振興について Ｂ Ｂ
・満足度が上昇しました。現状施策を維持すべき
項目です。

3-①
住民と行政との協働によるまちづくりに
ついて

Ｃ Ｂ
・満足度が上昇し、維持領域に移行しました。現
状施策を維持すべき項目です。

3-② 男女共同参画の推進について Ｃ Ｂ
・満足度が上昇し、維持領域に移行しました。現
状施策を維持すべき項目です。

3-③ 国際交流・地域間交流の推進について Ｂ Ｂ
・満足度が上昇しました。現状施策を維持すべき
項目です。

3-④
蔵等の地域資源の保全や活用につい
て

Ｂ Ｂ
・満足度が上昇しました。現状施策を維持すべき
項目です。

4-①
病院などの地域医療体制の充実につ
いて

Ｄ Ｄ
・重要度が最も高い項目です。満足度は上昇しま
したが引き続き推進すべき項目です。

4-②
健康づくりや病気の予防対策の推進に
ついて

Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

4-③
障害者やお年寄りなどのための福祉
サービスについて

Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

4-④ 保健・福祉施設の整備について Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

4-⑤
自然災害や火災などの防災対策につ
いて

Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

4-⑥ 犯罪や風紀などの防犯対策について Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

5-① 道路の整備について（広さや舗装） Ｄ Ｄ ・満足度は上昇したものの重要改善領域内です。

5-②
ゴミやし尿、生活排水などの衛生処理
の整備について

Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

5-③ 公園や広場の整備について Ｃ Ｃ
・満足度が若干低下しました。改善に向け長期的
な視点で取り組むべき項目です。

5-④
公共交通機関の利用環境の整備につ
いて

Ｃ Ｃ
・満足度が低下しました。改善に向け長期的な視
点で取り組むべき項目です。

5-⑤
市内を流れる水路の清流化や環境の
保全について

Ａ Ｂ
・満足度は上昇したもののＨ28平均値の上昇の影
響で維持領域に移行しました。

5-⑥ 資源ゴミなどリサイクル状況について Ａ A
・重点維持領域内に位置し、成果が表れた施策と
言え、強みとして今後も伸ばすべき項目です。

大綱
-設問

施策項目 施策の方向性（評価）



1-1 生涯学習
1-2 スポーツ活動

1-3 音楽・演劇

1-4 学校教育

1-5 乳幼児を育てやすい環境

1-6 青少年の健全育成

2-1 農林業振興

2-2 商工業振興

2-3 就業機会・企業誘致

2-4 観光振興

3-1 住民と行政の協働

3-2 男女共同参画

3-4 地域資源の保全等

4-1 地域医療体制

4-2 健康・病気予防

4-3 福祉サービス

4-4 保健・福祉施設

4-5 防災対策
4-6 防犯対策

5-1 道路の整備

5-2 衛生処理の整備

5-3 公園や広場の整備

5-4 公共交通機関の利用環境

5-5 清流化や環境保全

5-6 リサイクル状況
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【領域の解説】

Ａ 重点維持領域（右上）

満足度が高く、重要度も高い領域です。

従ってこの領域にある施策項目は、今後も

満足度を維持することが強く望まれている

と考えられます。

Ｂ 維持領域（右下）

満足度は高いが、重要度が低い領域です。

従ってこの領域にある施策項目は、今後も

満足度を維持することが望まれていると考

えられます。

Ｃ 改善領域（左下）

満足度が低く、重要度も低い領域です。

従ってこの領域にある施策項目は、今後の

推移を見ながら判断をするべきと考えられ

ます。

Ｄ 重要改善領域（左上）

満足度が低いが、重要度は高い領域です。

従ってこの領域にある施策項目は、満足度

を高めるために特に改善が望まれていると

考えられます。
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